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マインドフルネスは，学部向けの臨床⼼理学概論で第 5 の⼼理療法として取り上げられるほど，急速に

浸透している．医療において，どのように使⽤されているのか，テキスト分析により調べた．CiNii で“マイ
ンドフルネス”で検索した医療関係 834 論⽂のタイトルについて分析を⾏なった．まず，単語の出現頻度を
計算して頻出単語を検討した．⼼理療法，認知⾏動療法との強い関連がしめされ，医療現場，臨床現場での
実⽤が⽰された．次に単語の共起性に基づく分析を⾏なった．出現回数 10 回以上の 215 単語の共起⾏列か
ら，MDS により単語の近接性の２次元マップを作成，同じ⾏列に階層的クラスター分析をおこなって単語
を分類した．  

⼤まかな傾向を掴むために，クラスター毎に代表的な単語を選んだ．[ ]は，同⼀のクラスターに分類さ
れていることを⽰す．[森⽥療法，禅]，[怒り感情のコントロール Detached Mindfulness（と関連する）受
容，怒り]，[マインドフルネストレーニング（と関連する）呼吸，注意，訓練，機能]，[認知⾏動療法，(そ
の英語での)CBT, 不安，低減，介⼊], [発達，受容]，[助産，育児]，[看護，保健，産業衛⽣，Self-
Compassion，幸福，ファシリテーション]．共通性が⾼いのが[地域，リハビリテーション，コミットメン
ト，慢性，疼痛，障害，症状，⾝体，尺度]，[仏教，精神療法，ストレス，教育，実践]，ほとんど全てに
共通する要素であるのが[マインドフルネス，宗教，祈り]，[認知，研究]である． 

以上の分類結果から，既に確⽴している森⽥療法や認知⾏動療法との組み合わせ，ネガティブ感情のコ
ントロール，（患者だけでなく，医療従事者の）ストレスコントロール，慢性疼痛などの難治性の症状への
応⽤，トレーニング⼿法が，応⽤と研究の⼤きな⽅向性であることが浮かび上がった．森⽥療法↔認知⾏動
療法，怒り感情のコントロール(Detached Mindfulness)↔幸福，⾃⾝への慈しみ(Self-Compassion)のような
対極的関係も⾒出すことができた． 

 

キーワード 

マインドフルネス，テキスト分析，統計学，頻度主義的⽅法，医療応⽤，臨床
例，臨床⼼理学，⽣理⼼理学，⼼理療法 
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１．はじめに：マインドフルネスの浸透 
⼿元にある，放送⼤学の学部向け教科書，倉光 修 (2020) 臨床⼼理学概論 では，⼼理療法を 6つのア

プローチに分けて，各々に１つの章を割り当てている；1. フロイト派, 2.ユング派, 3.ロジャーズ派, 4.認知
⾏動療法, 5.マインドフルネス, 6.その他(家族療法，森⽥療法，臨床動作法．遊戯療法，⼼理療法の統合)．
この本の３年前に出版された，⼩川俊樹，倉光 修 (2017) 臨床⼼理学概論は，放送⼤学⼤学院むけ教科書
であるので，⼼理療法についてこれよりも詳しく，以下のような区分になっていて，これも⼀つの項⽬が⼀
つの章となっている；1.精神分析と精神分析的⼼理療法（フロイトとネオフロイト派，クラインらの対象関
係論，⼩フートの⾃⼰⼼理学，ラカン），2.ユング派, 3.認知⾏動療法, 4.ロジャーズ派〜パーソン・センタ
ード・アプローチ, 5.集団療法, 6.遊戯療法, 7.芸術療法, 8.その他 1(森⽥療法, 内観療法, 臨床動作法), 9.その
他 2(マインドフルネス, ACT acceptance and commitment therapy, DBT dialectic behavior therapy 弁証法的
⾏動療法)となっている．この 2冊を⽐べると，後者は⼤学院の教科書として書かれているので，詳しい内
容なのは⾔うまでもないのだが，３年後に学部向けに作られた前者でのマインドフルネスの扱いが⼤きくな
っていることが明らかである．このように，マインドフルネスは第 5 の精神療法として，近年⼤きく注⽬を
浴び，⼿法の開発検討，臨床ケースへの応⽤が急激に盛んになってきた． 

2021年 3⽉ 19 ⽇に，国⽴情報学研究所の論⽂データベースサービス CiNii で，“マインドフルネス”をキ
ーワードに指定して論⽂を検索すると，1007 件がヒットした．この中から，ビジネス誌と，⼀般総合誌を
除いた医療関係 834 論⽂を，論⽂タイトルの分析対象とした．この分析が，本稿での第１分析である．図１
に，年ごとの論⽂数を⽰した．最初に登場したのは 2002年で，2010年代に⼊ると増加し，2015年以降は
常に 90前後の本数となっている． 

なお，⽇本語で出版される医学論⽂誌は，忙しい医療従事者に役⽴つことを考え，概説論⽂や最新研究
のレビュー論⽂の割合が多く，詳細な研究結果を記した論⽂（いわゆるオリジナルペーパー）の数は，やや
少なくしている編集⽅針のものが多数派である．オリジナルペーパーは，分野が細分化された，英⽂の専⾨
国際論⽂誌に投稿されることが多いことに，ご留意いただきたい． 
本稿では，⽇本における，マインドフルネスの医療への応⽤が現在どのようなものであるか，論⽂デー

タベースを検索し，論⽂タイトルをテキスト分析処理して探る．研究の⽬的としては，１．マインドフルネ
スが医療でどのように使われていくか，すでに活発につかわれている領域はなにか，これから使われていく
領域はなにか，２．単語間の共起確率⾏列から始まる，頻度主義的なテキスト処理と，⽂中に使われている
単語群による，ある程度の意味論的テキスト処理を使って，多くのテキストデータから，理解に役⽴つ結果
を得ることができるか，この２点がある． 

なお，本研究では，検索した個々の研究論⽂で“マインドフルネス”の定義については問わず，あくまで
“マインドフルネス”を単語として処理している．従って，なにがマインドフルネスでなにがマインドフルネ
スではない，という，マインドフルネスの概念定義的な内容には触れていないことをはじめに明らかにして
おきたい． 
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図 1. CiNii で検索した“マインドフルネス”をタイトルもしくはキーワードに含む医療分野の論⽂数 

 

２．頻度主義的テキスト分析の⽅法 
現在の⽇本語テキスト分析は，ほとんどどの⼿法であっても，まず⽂章を品詞単位の形態素に分解す

る．これには MeCab (⼯藤，2004, 2018）. 次に，単語と単語の間の共起性を計算する．基本的なアイディ
アはシンプルで，ある単語があるとする．例えば“マインドフルネス”として，おなじ⼀⽂の中に，また別の
単語“ストレス”がある．この２つの単語の間には，共起の関係がプラス１される．この共起の回数が多けれ
ば，この２つの単語は互いに強く関係していることになる．この関係を数値化するために，Jaccard 係数を
⽤いた．Jaccard 係数 sij は単語 i と単語 jの間の関係を次のように定義する． 

  (1) 

単語 i と単語 j が同時にあった回数が p，q は単語 i のみの出現回数，r は単語 j のみの出現回数であり，
結果として，単語 i と単語 j が同時にあった回数が分⼦，単語 i と単語 j の出現回数の合計が分⺟となる．処
理に⽤いた全ての⽂章に出現する単語の数×単語の数の⾏列を，Jaccard 係数の値で埋めたものが共起性⾏
列となる．なお，実際には，全ての単語では数が多すぎるので，n 回数以上出現した単語を分析対象として
計算する（今回は n=10）．この共起性⾏列から，多変量解析が始まる． 

階層的クラスター分析 
クラスター分析とは属性が似たものをクラスターと呼ばれるグループに分類する⽅法である．１つのサ

ンプルに多数の属性があり，この属性の集合の類似度あるいは⾮類似度を計算して，総合的に類似するもの
どうしをクラスターにしていくことで分類を進めていく．逐次計算による分類⽅法であり，計算⽅法には，
距離基準のバリエーションと，クラスター融合に関して距離計算の⽅法でバリエーションがある．今回は，
上の Jaccard距離により得られた共起性を距離とみなして計算している．下の図左は融合プロセス，右には
距離で融合プロセスを⽰すデンドログラムである． 

 
sij =

p
p+q+ r
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図 2. 階層的クラスター分析のプロセス (Ishihara, 2011 から) 
MDS 
共起性⾏列は，n 回以上出現単語の数だけの次元数を持っているので，その様相を⽣のデータを⾒て掴む

のはほぼ不可能である．そこで MDS（多次元尺度構成法）を使って，２次元に最適次元圧縮射影を⾏なっ
た．多次元尺度構成法(Multidimensional Scaling, MDS) の主な⽬的は多次元空間のなかでの対象の類似性
（近接性）を，設定した次元数の空間のなかの相対的な位置で表すことである．計算はクラスター分析で⽤
いたのと同様の類似性の⾏列から出発する．変数の数より少ない次元数のマップのなかの点で対象を表して
いるが，点の間の相対的な距離は，類似度⾏列の対象間の互いの類似性を反映している．対象間の関係を視
覚的に把握できるようにマップをつくることが⽬的なので，マップの次元数は２次元もしくは３次元である
ことが普通である． 

MDSの計算⽅法には，多くの⼿法がこれまで提案されてきた．今回⽤いた，⾮計量MDSと呼ばれる⽅法
について簡単に説明する(Kruskal 1964, Takane et al. 1977). データ間の距離をfとする．p次元空間内にデー
タが3点あったとして，その距離関係がf23<=f13<=f12であるとする．それらの位置関係をマップ上で表現
する座標d1,d2,d3があるとする．このdの間の距離関係も，d23<=d13<=d12であれば，データは正しく表
現されるというのがALSCALの考え⽅である．m個のデータがあるとすると，(⾮)類似度⾏列はm×m-1の
⼤きさである．すなわち，m個のデータ間の順序関係がただしく反映されるような座標を最適化計算により
もとめていくのが，⾮計量MDSの基本的考え⽅である．この計算は⼀度で決定的には求められず，反復計
算により布置を変化させていき，誤差を最⼩にしようとする． 
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図２に MDS によるマッピングを⽰す．単語の出現回数は MDS プロットの中のバブルの直径としてあわ
らされている．MDS の最適化射影のアルゴリズムには Kruskal を⽤いている．クラスターに対応して⾊分
けをしている．共起性⾏列と MDS の計算には，KH Coder (樋⼝,2004,2020)を⽤いた． 

 

3. 頻度主義的分析 
 
3.1 出現頻度の⾼い単語 
分析の第１ステップとして， MeCabで形態素解析をした後の単語の頻度表を表１に⽰す．分析したデー

タは，834本の論⽂のタイトルのデータである．このデータには，論⽂のタイトルと，論⽂誌名を含んでい
る．著者名は含んでいない． 

出現回数の平均値は 6.43, 出現回数の標準偏差は 26.60 となった．表１には，6.43+26.60=33.03 となる
ことから，33 回以上の出現回数を持つ単語を，頻度の多い単語として表した． 

 
表１．頻出単語，その出現回数と，834本中の出現率 

 

 
マインドフルネスが 740 回出現している．⽂献検索の際に，タイトル，アブストラクト，著者の設定し

たキーワードのいずれかに“マインドフルネス”が含まれている条件でおこなったため，分析対象とした論⽂
の数 834 よりも少なくなっている． 

順位 抽出語 出現回数 全論⽂中% 順位 抽出語 出現回数 全論⽂中%順位 抽出語 出現回数 全論⽂中%
1 マインドフルネス 740 88.7 22 実践 98 11.8 42 抑 49 5.9
2 療法 360 43.2 23 医学 91 10.9 44 The 48 5.8
3 研究 324 38.8 24 検討 85 10.2 44 健康 48 5.8
4 ⼼理 278 33.3 25 紀要 81 9.7 46 Clinical 45 5.4
5 ⽇本 271 32.5 26 祈り 79 9.5 47 and 44 5.3
6 認知 255 30.6 27 影響 76 9.1 47 学術 44 5.3
7 学会 246 29.5 28 科学 72 8.6 49 不安 43 5.2
8 ⾏動 242 29.0 29 及ぼす 70 8.4 50 機能 41 4.9
9 する 192 23.0 30 ストレス 66 7.9 51 展開 40 4.8
10 特集 187 22.4 30 関連 66 7.9 52 傾向 39 4.7
11 ⼤会 172 20.6 32 Japanese 65 7.8 52 仏教 39 4.7
12 of 158 18.9 32 看護 65 7.8 54 社会 38 4.6
13 精神 151 18.1 34 ケア 62 7.4 54 注意 38 4.6
14 効果 131 15.7 34 医療 62 7.4 56 うつ 37 4.4
14 ⽂集 131 15.7 36 こころ 59 7.1 56 感情 37 4.4
16 発表 128 15.3 37 プログラム 56 6.7 56 精神療法 37 4.4
17 臨床 122 14.6 38 ⼀般 54 6.5 59 障害 34 4.1
18 JOURNAL 113 13.5 39 ⼈間 53 6.4 59 ⾝体 34 4.1
19 教育 104 12.5 40 演題 51 6.1 61 Health 33 4.0
20 瞑想 103 12.4 40 救い 51 6.1 61 ⼊⾨ 33 4.0
21 治療 100 12.0 42 ⼼⾝ 49 5.9
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３位の“研究”のように論⽂タイトルに頻出する単語，５位の⽇本，７位の学会，11位の⼤会，16 位の発
表，25位の紀要，32位の Japanese など，論⽂誌名に⼀般的に使われる単語もある． 

これらを除いて考えると，２位の療法，４位の⼼理，６位の認知，８位の⾏動は，⼼理療法，認知⾏動
療法との関連であり，この領域での注⽬が⾼く事例も多いことがわかる． 

17 位の臨床，21位の治療，22位の実践，24位の検討，34位の医療，56 位の精神療法，59 位の障害の
単語は，医療現場，臨床現場ですでに⽤いられていることを⽰していると考えられる． 

20位瞑想，26 位祈り，40位救い，54位仏教，これらの，本来の仏教の中での禅に関係する側⾯は，仏
教徒の多い⽇本でどのようになっているのかは興味がわく． 

頻出単語の表を眺めているだけでは，これ以上の⼿がかりを得たりすることは望めない．また過度の推
測をすることも出来ない．従って，単語と単語の間の関係を調べていく必要があり，次の，単語間の共起確
率による分析を進める必要がある． 
 

3.2 単語の共起性に基づく分析 
先に述べた医療関係 834 論⽂のタイトルと論⽂誌名を分析に⽤いた．まず，出現回数が 10 回以上の単語

の共起⾏列を作成する．10 回以上出現した単語は 215 単語あり，215×215 の共起⾏列となる．この共起⾏
列を単語間の近接性⾏列と捉えて，MDS でのマッピング対象とした．MDS の計算⽅法は Kruskal を⽤い
た．さらに，クラスター分析により，単語群をグループに分けた．このデータでは，12 クラスター解を採
⽤した． 

この節での分析は以下の⽅法で⾏なった．各クラスターにおける主要な単語に関して，元の⽂章でそれ
が出現する箇所を，KWIC インデックスで検索した．つまり，主要な単語がどのような⽂脈で登場している
のかを⼈⼒で⾒ていった．単語の出現頻度，それがどのような意味と⽂脈で使われていることが多いかを，
クラスター毎に記した． 
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図 3. 単語単位での共起性⾏列の MDS によるマッピング 
 

 

図 4. KWIC による単語出現箇所の検索 
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3.3 クラスター毎の解釈 
11 時⽅向のパープルのクラスター 

森⽥(出現数 26) これは森⽥療法から（“療法”という単語は，ありとあらゆる論⽂で使われるので，ほぼ
中⼼，マインドフルネスの隣に位置している） 
⼦ども(10) 沖縄⼥⼦短期⼤学紀要，⻄⼭学苑研究紀要で，⼦どもへのヨーガ実践の報告がある． 
禅(13) 駒澤⼤学⼼理学論集で，禅とマインドフルネスという特集があり，３つの論⽂がある．東京⼤学

⼤学院教育学研究科⼼理教育学年報にもあり，⽇本⽂化と⼼理療法 という公開講座の内容が出版されてい
る． 
緩和(23) “ケアマネジャー”誌での，12 回にわたる連載記事 マインドフルネス⼊⾨ : ストレスを緩和

し、仕事の充実感を⾼めるために と，ホスピス緩和ケアに従事する⽀援者のためのマインドフルネストレ
ーニングの開発と効果の検討という研究がその１から４まで，⽇本認知・⾏動療法学会⼤会抄録集におさめ
られている．また，⽇本⾏動療法学会でも，緩和ケアの従事者を対象としたマインドフルネスの研究があ
る． 
12 時から１時⽅向のライトグレーのクラスター 
弁証法(12)（弁証法的⾏動療法） 
ACT (15), Acceptance and Commitment Therapy：これは森⽥療法と基本的な発想が類似しているので，

よく⽐較されている． 
上にあげた２つのクラスターでは，認知⾏動療法と関連の深いキーワードが多い． 

右側，２時３時⽅向の⻘⾖⾊のクラスター 
パーソナリティ(15)は，“パーソナリティ研究”論⽂誌と，境界性パーソナリティ障害から来ている 
早稲⽥⼤学(14)は，“早稲⽥⼤学臨床⼼理学研究”と，“早稲⽥⼤学⾼等学院研究年誌”，“早稲⽥⼤学⼤学

院⽂学研究科紀要”で論⽂があることから 
受容(11)は，⾃⼰受容，受動的受容から 
ディタッチト・マインドフルネス(10)は，“早稲⽥⼤学臨床⼼理学研究”での論⽂が多い 
怒り(10)は，怒りの瞑想による低減のトピック，臨床⼼理学での“怒りの表出傾向”から 

４時⽅向の薄いモスグリーンのクラスター 
注意(38)は，機能(41)と注意機能，さらに制御（26）と注意制御機能として使われることが多い．マイン

ドワンダリングの観察のように，⾃⾝の注意がそれることの⾃覚，注意を維持することが，マインドフルネ
スの⼀つのトピックとされている． 

さらに，訓練(23)は，マインドフルネストレーニング(21)とともに，マインドフルネスの訓練についての
⼀つの研究対象となっている． 

ここで，呼吸(19)も，同じくマインドフルネスの訓練のトピックの⼀つとなって，その効果が検討対象と
なっていることがわかる． 
５時⽅向の薄いマゼンタピンクのクラスター 

マインドフルネス・プログラム(11)と，児童(10)が近いのは，児童福祉施設の職員と，児童両⽅が，マイ
ンドフルネスの対象として実践されているところから来ている．児童が対象の場合は，ADHD症状のある
児童に対しての対応として試みられている． 

CBT (10)は，Cognitive Behavior Therapy 認知⾏動療法の略で，精神科での実践に加えて，児童が対象
のケースも報告されている．Cognitive (21), Therapy (31), がここにあるのも直接，その関連である． 
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不安(43)は，低減(30)とで不安低減になり，これは認知療法，認知⾏動療法での対処が最も期待されてい
る症状の⼀つである．介⼊(25)は，これらの療法の“介⼊”として使われている．また，Psychiatry (22)は，
全て論⽂誌名であり，認知療法のケースが報告されているからである． 
６時⽅向のレモンイエローのクラスター 
変容(11)は，主観的変容，認知的変容，感情変容として使われている． 
発達(11)は，上で述べた，ADHD 児童への対応の論⽂が，発達⼼理臨床研究などの論⽂誌で発表されて

いることによる． 

７時８時半⽅向のオレンジ⾊のクラスター 
助産(12)は，“助産雑誌”にて，助産師が活⽤したい，出産・育児のためのマインドフルネスという特集で

解説論⽂が５本，他には⽇本「祈りと救いとこころ」学会誌で，妊娠・出産・育児期における祈り(第 1
報)，第２報と２つ論⽂が掲載されたことによる．育児(10)も，上でタイトルに並んでいるため． 
催眠(10)は，古くからある催眠療法とマインドフルネスとの関連についての論⽂が“臨床催眠学”誌と，

“精神療法”誌で掲載されたことによる 
８時半〜10 時⽅向の⻘⿏⾊のクラスター 
Occupational (12), Nursing (17), Health (33)，産業(16), 保健（13）, 看護(65) これらは，産業保健と

看護，The Japanese journal of occupational health and occupational health nursingで，職場で実践できるマ
インドフルネス という特集が組まれたことによる 
セルフ・コンパッション(18)は，“看護教育”誌で，マインドフルネス＆セルフ・コンパッション特集が組

まれたことによる．誌名が The Japanese journal of nursing education であり，上に挙げた nursingは，これ
ともシェアしている． 

幸福(10)は，主観的幸福感とマインドフルネス，注意の制御と幸福感といった，マインドフルネスの効⽤
の検証，あるいは，ニーチェの幸福論と現代⼼理学，イギリス社会と幸福論の現在といった，社会哲学的な
内容の論⽂がある．これらは，⽇本⼼理学会⼤会での発表論⽂や，名古屋⼤学哲学論集や九州⼤学哲学会な
ど，⼤学の紀要論⽂が多い． 

ファリシテーション(18)は，マインドフルネスとファシリテーションというタイトルで，全 17回にわた
り，“看護管理”誌で，コラムが連載されていた． 

以上が，周縁部分に布置されたクラスターに属するキーワードについて，元データを検討した結果とな
る． 

次に，中⼼に近い位置のクラスターのキーワードについて検討する．内側にあるので，共起確率が⾼い
単語が多いということになる．従って，上にあげた単語よりは出現回数が必然的に多くなる． 
12 時から３時⽅向で内側に位置する薄紫⾊のクラスター 

リハビリテーション(25) ，地域(20) “地域リハビリテーション”誌で，地域リハビリテーションのための
マインドフルネス⼊⾨という解説論⽂の連載が全６回．それ以外は，“リハビリテーション医学”誌の論⽂，
“Medical Rehabilitation”誌において，運動器慢性疼痛マネージメントにおけるリハビリテーション診療の意
義と重要性特集，リハビリテーションにおける疼痛医療特集，認知療法特集，⼼理療法特集，があり，そこ
で毎回マインドフルネスをタイトルに冠した解説論⽂が掲載． 

コミットメント(16), セラピー(18) ⼀つ外側にある，ACT, アクセプタンス＆コミットメント・セラピ
ーの⽇本語として，ここで配置されている 
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慢性(22), 疼痛(18) 上に述べたリハビリテーションの論⽂誌群に加えて，“理学療法ジャーナル”，“⼼⾝
医学”の各誌で慢性疼痛対策としてマインドフルネスの事例が紹介されている．慢性に関しては，疼痛以外
では，慢性痛が６件．慢性統合失調症，慢性うつ病，慢性疾患が各１件． 
障害(34) 特定の論⽂誌に関係なく，発達障害，摂⾷障害，⾼次脳機能障害，双極性障害，⾏動障害，疼

痛⽣障害，強迫性障害，気分障害，パニック障害，不安障害など，広く〇〇障害として登場する． 
尺度(21) マインドフルネスの尺度を作成した，妥当性の検討をした，という論⽂が 21本ある．その中

でも多く検証されているのが，FFMQ, Five Facet Mindfulness Questionnaire(Baer, Smith, Hopkins, 
Krietemeyer, & Toney, 2006）を元に，早稲⽥⼤学⽂学研究科で作成された６因⼦マインドフルネス尺度(前
川＆越川,2015)である)． 

このクラスターに属する他のキーワードは，MDS の布置が中⼼に近くなるので，多くの他のキーワード
と相関係数が⾼い．正確には，この分析では Jaccard距離を⽤いているので，多くのキーワードと距離が近
い，すなわちタイトルのなかに，同時に⽣起する確率が⾼いということになる． 

⼼⾝(49) “⼼⾝医学”誌もあれば，⼼⾝医学的問題，⼼⾝の反応，⼼⾝両⾯，⼼⾝機能など多くの複合語
に使われている．⾝体(34)も同様．このキーワード群のなかで⾯⽩いのが症状(18)で，マインドフルネス
を，症状緩和に適⽤したケースが並んでおり，ADHD(3件)，PTSD(2件)，更年期症状，⽉経随伴症状，
抑うつ，ストレス，不安，喫煙時の離脱症状，無茶⾷い症状，パニック障害の残存症状の対処などのケース
がある． 
９時から 11 時⽅向，内側に位置する⾚いクラスター 
精神療法(37)これは，“精神療法”誌での特集（特集 マインドフルネス療法は他の精神療法と何が違うの

か？ および 特集 マインドフルネスを考える，実践する）と，“臨床精神医学”誌での特集（特集 精神
療法の新しい展開，特集 精神療法における⾔葉の技術）が数多いことが反映されている． 
仏教(39) 武蔵野⼤学仏教⽂化研究所でのシンポジウム報告および紀要，そして⽇本仏教⼼理学会誌の論

⽂が６割を占めている． 
実践(98) 実践は数多く登場するキーワードだが，中⼼に近いところに位置するだけあり，満遍なく全⽅

位で使われていて，特別にこれの⽅法や分野に結びついているというものは⾒受けられない． 
教育(104)も“実践”と同様，全⽅位でつかわれているが，やや，こども，教職教育，看護教育といった⽅向
はみうけられる． 

 

中央にある⻩⾊と⻘緑のクラスター 
ここに位置するキーワードは，⾮常に多く出現し，なおかつ，さまざまな⽅向のキーワードと満遍なく

関連するものである．マインドフルネス(740)は，そもそも“マインドフルネス”で検索しているので，ほぼ
全ての検索結果に登場しているし，研究(324)も同様である． 
ここで祈り(79)と宗教(31)が近くにあるのは，“祈りと救いの臨床”誌と，同誌に掲載された“医療と宗教”シ
ンポジウム報告に該当する． 
⻘緑のクラスターに属する，認知(255)は，認知療法，認知⾏動療法として，論⽂名にも学会名でも多⽤

される． 
以上の結果が，MDS によるマッピングと，クラスター分析による分類から出発し，⼈⼒で，重要単語の

出現する⽂脈を記したものとなる． 
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3.4 単語マッピングの解釈 
上で⽰した重要単語のみを MDS マッピングに表し，その位置関係を考察する． 
 

 

図 5. KWIC での出現頻度から解釈した結果を反映した，重要単語のマッピング 
 
最上部 11時〜1時⽅向には，古くからある森⽥療法，マインドフルネスで導⼊された ACT，弁証法的⽅

法，といった⽅法論についての単語が位置している．その対極にある，５時⽅向には認知⾏動療法(CBT)関
連の単語が並び，不安低減に認知⾏動療法がよく使われていることを⽰している．確かに，森⽥療法と認知
⾏動療法は，ある種対極的な⽅法論であり，このどちらもが，マインドフルネスを取り⼊れようとしている
ところに，⼤変に含みがあると思われる． 

3時⽅向の，Detached Mindfulness は，⾃⾝の感情について，解釈を交えずに客観視してみるという⽅法
で，これにより，怒り感情のコントロールを⽬的としている．その対極の９時⽅向は，Self-compassion
で，直訳では⾃⾝への慈しみ，優しさということになる．すぐ隣が，幸福である．これは，ネガティブ感情
のコントロールの対極にあるのが，⾃分⾃⾝を認め尊重するということで，表裏⼀体の関係をしめしてい
る．実際，Neff(2003)のセルフコンパッション尺度は，⾃分に対するポジティブ感情と，⾃⼰批判，孤独感
といったネガティブ感情の測定項⽬で構成されている．⽇本語版は有光(2014)にある．怒り感情は，他者に
向けたものもあれば，⾃⾝に向けたものもまたあり，対象が⾃⾝であっても他者であっても，許容と理解と
いう点で出来上がっているとも考えられる． 
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７時⽅向の，助産と育児は，⺟親⽀援のためにマインドフルネスを使うことに関⼼が⾼いことを⽰して
いる．催眠は，先に述べたように，古くからある療法とマインドフルネスの組み合わせの模索である．これ
には明確な対極構造は⾒つからない． 
内側にある単語は，先に述べたように，頻度が⾼くまた多くの別の単語との共起確率が⾼い．リハビリ

テーションと障害，地域との関連が⾼いのは，地域リハビリテーション誌の特集のせいもあるが，⾼齢化に
伴いリハビリテーションのニーズが増す⼀⽅であること，また，継続的なリハビリテーションが必要な，慢
性疼痛の緩和に期待が⼤きいことがわかる． 
精神療法は，古典的な⽤語として頻出する．それとマインドフルネスの組み合わせで議論されることが

多いことを反映している．ストレス，教育，実践の単語が中⼼に近いのも，マインドフルネスの教育と実践
が期待されていることを⽰している． 
宗教，祈りも，中⼼に近く，マインドフルネスを考える上で近いものであるからであろう． 
マインドフルネス，研究は，論⽂タイトルに⾮常に多く使われているので，これが中⼼に位置するのは

当然であるが，認知も中⼼近くに位置することは，認知療法，認知⾏動療法とマインドフルネスの関係の強
さ，注⽬の⼤きさを⽰している． 

 
４．まとめと考察 
分析結果をまとめる．本論⽂では，CiNii で“マインドフルネス”で検索した医療関係 834 論⽂のタイトル

について分析を⾏なった．まず，単語の出現頻度を計算して頻出単語を検討した．⼼理療法，認知⾏動療法
との強い関連がしめされ，医療現場，臨床現場での実⽤が⽰された． 

次に単語の共起性に基づく分析を⾏なった．出現回数 10 回以上の 215 単語の共起⾏列から，MDS によ
り，単語の近接性の２次元マップを作成した．MDS と共に，同じ⾏列に階層的クラスター分析をおこなっ
て単語を分類した．各単語について，KWIC インデックスを⽤いて，どのような⽂脈でその単語が出てくる
かを読み取った．この読み取った結果は，マインドフルネスがどのような応⽤をされているか，諸問題，症
状への対応としてどうつかわれているかをかなり細かく⽰している． 

⼤まかな傾向を掴むために，クラスター毎に，代表する単語を選んだ．[ ]は，同⼀のクラスターに分類
されていることを⽰す．代表的な単語として，分野別で分かれてくるのが，[森⽥療法，禅]，[怒り感情の
コントロール Detached Mindfulness（と関連する）受容，怒り]，[マインドフルネストレーニング（と関連
する）呼吸，注意，訓練，機能]，[認知⾏動療法，(その英語での)CBT, 不安，低減，介⼊], [発達，受
容]，[助産，育児]，[看護，保健，産業衛⽣，Self-Compassion，幸福，ファシリテーション]．共通性が⾼
いのが[地域，リハビリテーション，コミットメント，慢性，疼痛，障害，症状，⾝体，尺度]，[仏教，精
神療法，ストレス，教育，実践]，ほとんど全てに共通する要素であるのが[マインドフルネス，宗教，祈
り]，[認知，研究]である． 

以上の分類結果から，既に確⽴している森⽥療法や認知⾏動療法との組み合わせ，ネガティブ感情のコ
ントロール，（患者だけでなく，医療従事者の）ストレスコントロール，慢性疼痛などの難治性の症状への
応⽤，トレーニング⼿法が，応⽤と研究の⼤きな⽅向性であることが浮かび上がった．森⽥療法↔認知⾏動
療法，怒り感情のコントロール(Detached Mindfulness)↔幸福，⾃⾝への慈しみ(Self-Compassion)のような
対極的関係も⾒出すことができた． 
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以下，テキスト分析の⽅法論について考察する．今回の⽬的である論⽂タイトルの分析において，形態
素解析により単語に分解→共起確率を求めるという，伝統的な頻度主義的なテキストマイニング技法は，ど
のような内容の傾向があるのかを把握する助けになる．その⼀⽅で，共起確率によるマッピングだけでは不
⼗分であることも，分析を始めてすぐに明らかになった． 

MDS により，単語 i と，別の単語 jの共起確率が⾼いものは，確かに距離が近くにマッピングされる．
しかし，単語 i が，別の単語“群”となぜ関連しているかを知るには，MDS のマッピングだけでは不⼗分で
ある．具体的には，論⽂タイトルを⼈間が読んで，それがどの⽂脈で出てきているのかを考える必要があっ
た．そのために，マップされているキーワードごとに， KWIC 検索から論⽂タイトルを⼈⼒で読んで関連
キーワードを拾うという作業の結果が，上に述べたクラスター毎の記述である．さらにその記述を元にして
解釈を⾏なった．この作業には，かなりの時間を要した． 

これらの作業をある程度の⾃動化，さらにタイトルだけでなく，⽐較的⻑⽂の内容を，ある程度の意味
分析ができないかという⽬的で，ディープラーニングニューラルネットワーク(DNN)ベースの意味理解シ
ステムの応⽤を，続編の論⽂では検討する． 

 

本論⽂の研究内容は，1.はじめに〜3.1 出現頻度の⾼い単語 の，データ収集および初期分析の部分につ
いては，JSPS科研費 挑戦的研究(萌芽) JP20K20850 各種災害に備えた国家強靭化に資する社会変⾰をも
たらす減災リーダー育成の研究， 

3.2 単語の共起性に基づく分析 以降は，JSPS 科研費 挑戦的研究(開拓) JP20K20500 機械学習を⽤いた
東アジア数理調和思想の実証的研究と共⽣倫理の検討 の助成を受けて実施している．関係ご各位への感謝
とともに記す 
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